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免疫沈降・western blotおよびヒト抗血清を用いて monoclonal antibody-specific immobilization 
of platelet antigens（MAIPA）法を行った。 
【結果】 



















いて、K562 細胞に GPIIb 遺伝子と共に HPA-4b をコードする GPIIIa 遺伝子を導入した。限界希釈法
によりクローン化した後、導入した遺伝子を高発現している細胞を HP-4bと命名し、ピューロマイシ
ンとネオマイシン存在下で培養維持した。免疫沈降法、Western blot 法および MAIPA（monoclonal 
antibody-specific immobilization of platelet antigens）法を用いて樹立した細胞を評価した。 
導入した遺伝子は 6か月以上にわたって安定して発現していた。また、これらの遺伝子産物である
GPIIIa と GPIIb は複合体を形成していた。樹立した細胞を用いて MAIPA 法により解析すると、抗
HPA-4b抗体を含む血清は全て陽性であり、健常人血清や抗 HLA抗体を含む血清は全て陰性であった。
したがって、今回樹立した細胞株（HP-4b 細胞）を用いて抗 HPA-4b 抗体を特異的に検出できること
が明らかになった。HP-4b細胞と従来から行われているヒト血小板を用いた抗体検査法を比較すると、
その検出感度は同程度であった。これらの結果は、今回作製した細胞パネルを用いると抗 HPA-4b抗
体を高感度に検出することが可能であり、本細胞パネルがヒト血小板の代替として有用であることを
示している。 
本研究は、ヒト血小板抗原-4b（HPA-4b）に対する抗体を高感度に検出可能なパネル細胞株の作製に
成功したことを明らかにしており、その医学的意義は大きい。よって、本研究者は博士（医学）の学
位を授与されるに値するものと判断された。 
